
 
 
付則１  配管工事施工管理基準及び規格値 

 
この配管工事施工管理基準は、標準仕様書「 1.1.24 施工管理 」に規定する配管工事の施工管

理及び規格値の基準を定めたものである。 

 

１ 目  的 

      この基準は、郡山市上下水道事業管理者（以下「発注者」という。）が発注する配管工事の施工に

ついて、契約図書に定められた工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保を図ることを目

的とする。 

 

２ 適  用 

(1) この基準は、発注者が発注する工事について適用する。ただし、設計図書に明示されてい

ない仮設構造物等は除くものとする。また、この基準に記載のない事項については、福島県

土木部の「共通仕様書（土木工事編）」及び、日本水道協会の「水道工事標準仕様書[土木工事編]」に

準ずるものとする。 

(2) 工事の種類、規模、施工条件により、この管理基準によりがたい場合、または基準、 規

格値が定められていない工種については、監督員と協議の上、施工管理を行うものとする。 

       

３ 構  成 

 施  工  管  理 

 工  程  管  理 

 出 来 形 管 理 

 品  質  管  理 

 写  真  管  理 

 

４ 管理の実施 

(1) 受注者は、工事施工前に、施工管理計画及び施工管理担当者を定め施工計画書に記載しな

ければならない。 

(2) 施工管理担当者は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わせなければなら

ない。 

(3) 受注者は、測定(試験)等を工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるよう速やかに

実施しなければならない。 

(4) 受注者は、測定(試験)等の結果を、その都度逐次管理図表等に記録し、適切な管理のもと

に保管し、監督員の請求に対し直ちに提示するとともに、工事完成時に提出しなければなら

ない。 

 

５ 管理項目及び方法 

(1) 工程管理 

受注者は、工事内容に応じて適切な工程管理(ﾈｯﾄﾜｰｸ、ﾊﾞｰﾁｬｰﾄ方式等) を行うものとす

る。ただし、応急修繕等の当初工事計画が困難な工事内容については、省略できるものと

する。 
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(2) 出来形管理 

受注者は、出来形を出来形管理基準表に定める測定項目及び測定基準により実測し、設

計値と実測値とを対比して記録した出来形管理図表を作成し、管理するものとする。な

お、測定基準において測定箇所数「○○につき１箇所」となっている項目については、小

数点以下を切り下げた箇所数を測定する。     

(3) 品質管理 

受注者は、品質を品質管理基準表に定める試験項目及び試験基準により管理するものと

する。 

     

６ 規 格 値 

受注者は、出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・計測）値

は、すべて規格値を満足しなければならない。 

 

７ 工 事 写 真 

受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視できない

箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真などを、付則２「配管工事写真

管理基準」により撮影し、適切な管理のもとに保管し監督員の請求に対し直ちに提示するととも

に、工事完成時に提出しなければならない。 

 

８ 管理の様式 

施工管理に必要な様式については、付則７「様式集」によるものとする。 
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出来形管理基準表 

 

 

工 種 測定項目 規格値(㎜) 測定箇所

掘削幅(W1,W2) -50

掘削深さ(h1) ―

 基礎砂工
(ポリ管の場合)

基礎砂厚さ(h2) ±30

 保護砂工 保護砂厚さ(h3) ±30

 埋戻工
(山砂・再生砕石)

埋戻厚さ(h4) ±30

 埋戻工
(粒調砕石)

埋戻厚さ(h5) -30

 仮復旧工 表層厚さ(h6) -9

延　長 設計値以上

土被り(H) ±20

 推進工 基準高 ±50

 管の接合 継手工
継手ﾁｪｯｸｼｰﾄ
による

継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによる

 管の切断 切管寸法 ―

※甲切管の場合は有効長を測定

A寸法(浅埋形) ±25
φ50～150
φ200
φ250・300

260
165
160

A寸法(従来形) ±50 φ350・400 280

測定基準

幅・深さ・各層厚は50ｍ
毎に1箇所の割合で測定

延長は、管割図から算定
した実延長と設計延長を
管種・口径別に比較

50ｍ毎に1箇所の割合で測
定

両端部で測定
鞘管推進の場合は、鞘管
で管理

 仕切弁筺工

 掘削工

 管布設工

付則４ 配管工事標準図集「4 仕
切弁筺設置標準図」参照

全接合箇所を測定

全数を測定
継手ﾁｪｯｸｼｰﾄに記入

W2

h3

h2

h1

W1

h6

h5

h4

H

有効長

3 



 
 
品質管理基準表 

 

 

 

 

工
種

試験項目 試験方法 規格値 試験基準 摘　要

水圧試験
(本管布設）

管内を充水し0.75MPa
の水圧を負荷し、5分
間以上保持して圧力変
化を測定

圧力変化に異常が
ないこと

本管布設完了時
監督員の立会いを
要す

水圧試験
(給水管布設替）

分水栓から第1止水栓
まで一定の水圧を負荷
し一定の時間保持して
圧力変化を測定
φ50㎜以上
 0.75MPaで5分間以上
φ40㎜以下
 1.20MPaで1分間以上

圧力変化に異常が
ないこと

給水装置切替時 給水装置工事設計
施行基準による

残留塩素の測定
洗浄排水に濁質が認め
られなくなった後に監
督員が測定する。

工事区間周辺の水
道水と同程度の値
であること
※0.2mg/L以上

使用開始前

pH値の測定
洗浄排水に濁質が認め
られなくなった後に監
督員が測定する。

工事区間周辺の水
道水と同程度の値
であること
※7.0～7.5程度

使用開始前

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管
　ﾎﾞﾙﾄの締付ﾄﾙｸ

　ゴム輪の出入り状態

　ライナ位置

　屈曲防止リング

　ロックリング

　バックアップリング

　ボルトの確認

　切管端面防食材料

目視・ﾁｪｯｸｹﾞｰｼﾞ・ﾉｷﾞ
ｽ等による計測

継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによる 全接合箇所

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
　融着面の切削

　融着時間

　ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰの隆起確認

目視による計測 継手ﾁｪｯｸｼｰﾄによる 全接合箇所

Ｘ線透過法による溶接
部検査

JIS　Z3104
JIS　Z3106
JIS　Z3050

判定は3類以上とす
る

試験頻度は、水道
事業実務必携（Ｘ
線撮影標準頻度）
による

外観及び透過写真
(ネガ)によって監
督員の検査を受け
る
完了後、ネガに撮
影箇所を明示し、
一括整理して提出

超音波探傷検査 JIS　Z3060 WSP-008
１口につき２箇所
30cm/箇所

記録用紙を提出

浸透探傷試験 JIS　Z2343
割れ及び有害な傷
がないこと

全溶接箇所
不断水工事におけ
るﾊﾞﾙﾌﾞ等の鋼管へ
の取付に適用

水
　
圧
　
試
　
験

管
　
の
　
溶
　
接

管
 
の
 
洗
 
浄

管
　
の
　
継
　
手

規格値を外れる可
能性がある場合に
は、水質検査を行
うこと

※は目安の値
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